
群馬工業高等専門学校いじめ防止等委員会規則 

 

平成 29年７月 6日 制定 

 

（設置） 

第１条 群馬工業高等専門学校に群馬工業高等専門学校におけるいじめ防止基本

方針（以下「本校基本方針」という。）第９の規定に基づき，いじめ防止等委員会

（以下「委員会」という。）を置く。 

 

（目的） 

第２条 委員会は，本校基本方針に基づき、いじめの防止，早期発見，対応及び再

発防止のため，必要な事項を審議する。 

 

（組織） 

第３条 委員会は，次の委員をもって組織する。 

（１）校長 

（２）教務主事 

（３）学生主事 

（４）寮務主事 

（５）専攻科長 

（６）学生相談室長 

（７）事務部長 

（８）学生課長 

（９）その他校長が必要と認める者 

 

（委員会の運営） 

第４条 委員会に委員長を置き，校長をもって充てる。 

２ 委員長は，委員会を召集し，その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは，教務主事がその職務を代行する。 

４ 委員会は，委員の過半数が出席しなければ，開くことができない。 

５ 委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，委員長

の決するところによる。 

ただし，学生の処分に関する議事は、出席委員の３分の２以上の同意がなけれ

ば議決することはできない。 

６ 前項の処分が，懲戒処分に該当する場合は，厚生補導委員会に付議する。 

 

（委員以外の出席） 

第５条 委員会が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求め，その意見を聴



くことができる 

 

（調査小委員会の設置） 

第６条 委員長は，第２条に規定するいじめの具体的事案に関し，調査を行う必要

が生じた場合は，委員会の下に調査小委員会を設置することができる。 

２ 調査小委員会の委員は，教職員の中から校長が指名する。なお，必要に応じて，

学外の専門的知識を有する者を委員に加えることができる。 

３ 調査小委員会に主査を置き，調査小委員会委員の中から校長が指名する。 

４ 調査小委員会主査は，調査小委員会を召集し，その議長となる。 

５ 調査小委員会は，調査結果を報告書にまとめ，遅滞なく委員会に報告しなけれ

ばならない。 

６ 調査小委員会の委員の任期は，調査小委員会が設置された日から報告書を委員

長に提出した日までとする。 

 

（プライバシー等の保護及び守秘義務） 

第７条 委員会委員及び調査小委員会委員及び関係者は，当事者のプライバシー，

名誉その他の人権等を尊重するとともに，知り得た秘密を他に漏らしてはならな

い。 

 

（事務） 

第８条 いじめ防止等に関する事務は，学生課において処理をする。 

 

（雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか，必要な事項については，委員会の議を経て

校長が定める。 

 

附 則 

この規則は，平成 29年７月 6日から施行する。 


